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一
般
質
問

今村 　裕 議員

市
長
公
約
は

市
長
公
約
は

一
体
、
何
だ
っ
た
の
か

一
体
、
何
だ
っ
た
の
か

議員のつぶやき
未

事業仕分け（第２会場）

４
年
後
に
そ
う
い
う
こ
と

を
目
指
し
た
計
画
を
作
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

問　

市
長
公
約
は
、
単
な

る
願
望
だ
っ
た
の
か
。
記

者
会
見
で
市
長
は
、「
数

値
の
目
標
を
諦
め
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
数
字
を
目

標
と
す
る
こ
と
が
公
約

だ
。
方
向
性
は
ま
っ
た
く

変
わ
っ
て
い
な
い
。
だ
か

ら
公
約
違
反
に
は
当
た
ら

な
い
。」
と
言
っ
た
が
、

こ
う
い
う
の
を
世
間
で
は

問　

３
月
議
会
で
、「
総

合
計
画
は
尊
重
す
る
」、

「
４
年
間
で
市
債
を
100
億

円
削
減
す
る
」、「
経
済
収

支
比
率
85
％
も
両
立
さ
せ

る
」
と
答
弁
し
た
際
、「
本

当
に
出
来
る
ん
で
す
か
」

と
の
問
い
に
、「
公
約
を

踏
ま
え
て
対
応
す
る
」、

「
６
月
補
正
に
向
け
て
事

業
仕
分
け
を
す
る
中
で
、

ど
こ
ま
で
可
能
な
の
か
も

含
め
て
お
示
し
す
る
」
と

答
弁
し
て
い
た
。
し
か

し
、
今
回
示
さ
れ
た

の
は
、
中
長
期
の
目

標
イ
メ
ー
ジ
の
み
で
、

４
年
間
で
100
億
円
削

減
も
10
年
計
画
に
す

り
変
わ
り
、
年
度
毎

の
数
値
目
標
は
、
９

月
ま
で
に
精
査
す
る

と
の
答
弁
。
公
約
は
、

何
の
財
源
的
な
裏
付

け
や
見
通
し
も
な
い

ま
ま
掲
げ
て
し
ま
っ

た
の
か
、
見
解
を
伺

う
。

答　

あ
く
ま
で
も
、

そ
の
他
の
質
問

❶ 

合
併
に
対
す
る
市
民
の

不
満
解
消
策
に
つ
い
て

❷ 

事
業
仕
分
け
の
目
的
、

経
費
、
効
果
に
つ
い
て

❸ 

大
甕
産
廃
処
分
場
問
題

に
つ
い
て

詭
弁
と
い
う
の
で
は
な
い

か
。
今
こ
そ
、
公
約
す
べ

て
の
総
点
検
を
し
、
実
現

の
可
能
性
を
含
め
て
、
精

査
す
べ
き
と
思
う
が
い
か

が
か
。

答　

公
約
の
中
に
は
、
既

に
達
成
し
た
も
の
や
進
行

中
の
も
の
も
あ
る
の
で
、

見
守
っ
て
頂
け
れ
ば
有
難

度
い
と
考
え
る
。

ちょっとホンネ
　いたずらに時間稼ぎを
して傷口を広げる前に、
現実を直視して、お認め
になれば良いのに…。

志賀 稔宗 議員

雇
用
対
策
に

雇
用
対
策
に

企
業
支
援
と
誘
致
を

企
業
支
援
と
誘
致
を

議員のつぶやき
未

た
め
に
し
て
は
労
力
が
か

か
り
過
ぎ
る
。
屋
上
屋
で

不
経
済
だ
。
対
象
事
業
を

吟
味
し
て
絞
り
、
時
間
を

か
け
て
十
分
に
議
論
し
て

こ
そ
意
味
が
あ
る
。
永
続

的
な
事
業
と
す
る
べ
き
で

は
な
い
が
如
何
か
。

答　

一
定
の
期
間
、
事
業

の
効
果
等
の
評
価
、
精
査

を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

問　

工
業
基
盤
基
本
計
画

策
定
事
業
の
廃
止
は
、
経

済
雇
用
対
策
の
後
退
で
は

な
い
の
か
伺
う
。

問　
「
ビ
ジ
ョ
ン
も
戦
略

性
も
な
い
事
業
仕
分
け
に

ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る

の
か
」「
そ
も
そ
も
事
業

の
歴
史
的
経
過
や
背
景
を

認
識
し
て
い
な
い
人
や
、

現
場
を
知
ら
な
い
人
が
ど

う
や
っ
て
短
時
間
で
仕
分

け
る
の
か
疑
問
」
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
事
業
仕
分

け
の
必
要
性
、
有
効
性
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

市
民
の
目
線
で
ム

リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
を
議

論
、
評
価
し
て
、
生
の
声

を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り

市
民
の
行
政
参
加

意
識
を
醸
成
す
る

と
と
も
に
、
職
員

の
意
識
改
革
を
進

め
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
。
公
開
し

た
こ
と
で
非
常
に

効
果
が
あ
っ
た
と

思
う
。

問　

事
業
仕
分
け

は「
市
民
の
関
心
」

や
「
生
の
声
」
の

南相馬市企業立地ガイド

そ
の
他
の
質
問

❶ 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

補
助
事
業
の
必
要
性

❷ 

裏
山
崖
崩
れ
防
止
対
策

に
補
助
事
業
の
創
設
を

❸ 

市
単
土
地
改
良
事
業
継

続
の
意
義
と
必
要
性

答　

オ
ー
ダ
ー
が
な
い
状

態
で
の
歳
出
は
控
え
た
い
。

問　

せ
め
て
計
画
書
だ
け

で
も
な
く
て
は
、
誘
致
の

相
談
に
な
ら
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
９
月
議
会
で

補
正
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
伺
う
。

答　

各
種
事
業
の
社
長
か

ら
来
訪
し
た
い
と
の
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
、
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
る
。

ちょっとホンネ
　「工業基盤基礎計画は
不要」と市長。
企業誘致に自信満々？そ
れとも白旗宣言か？
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先
進
地
視
察
報
告

山口県下関市

長崎県長崎市

総
務
常
任
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察
報
告

総
務
常
任
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会
先
進
地
行
政
視
察
報
告

　

５
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
、
山

口
県
下
関
市
と
大
分
県
中
津
市
の

医
療
連
携
を
中
心
に
行
政
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

２
市
は
共
に
定
住
自
立
圏
構
想

に
係
る
先
行
実
施
団
体
の
指
定
を

受
け
て
お
り
、
22
圏
域
の
中
心
市

で
す
。

　

下
関
市
は
、
人
口
28
万
３
千
649

人
、
面
積
716
．
06
㎢
で
す
。
市
内

旧
１
市
４
町
が
医
療
役
割
を
分
担

す
る
方
向
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

中
心
地
域
に
お
け
る
公
的
４
病
院

に
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
、
小
児
救
急
医
療
拠
点
病
院
、

地
域
周
産
期
拠
点
病
院
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
専
門
機
能
を
充
実

さ
せ
、
ま
た
、
各
旧
町
の
地
域
に

あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
既
存
の

中
央
病
院
や
診
療
所
を
整
備
し
、

中
核
四
病
院
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。
民
間
医
療
機
関
と

の
連
携
に
関
し
て
は
、
下
関
医
師

会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
休
日
在

宅
当
番
医
制
の
実
施
等
、
一
次
救

急
医
療
の
充
実
を
図
り
、
周
辺
地

域
の
病
院
・
診
療
所
と
の
連
携
を

密
に
し
圏
域
内
で
完
結
す
る
地
域

医
療
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
ま

す
。
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、
危

機
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

下
関
中
心
部
は
南
部
に
位
置
す
る

た
め
、
北
は
ず
れ
の
豊
北
町
と
は

50
㎞
ほ
ど
離
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
共
交
通
網
の
整
備
が
急
が

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

中
津
市
は
、
人
口
８
万
５
千
608

人
、
面
積
491
．
15
㎢
で
す
。
中
津

市
民
病
院
は
、
中
津
市
だ
け
で
な

く
近
隣
の
市
町
村
か
ら
な
る
24
万

人
規
模
の
広
大
な
医
療
圏
を
つ

く
っ
て
お
り
、
50
％
以
上
が
中
津

市
外
患
者
の
利
用
と
い
う
こ
と
で

す
。中
津
市
民
病
院
を
核
と
し
て
、

大
分
県
、
福
岡
県
に
ま
た
が
っ
て

い
ま
す
。

　
「
小
児
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
」

を
整
備
す
る
事
業
が
あ
り
、
年
間

を
通
し
て
小
児
科
の
休
日
夜
間
診

療
を
実
施
出
来
る
体
制
の
確
立
と

圏
域
内
外
の
医
療
連
携
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。

　

多
く
の
公
立
病
院
が
赤
字
経
営

や
医
師
不
足
に
悩
む
中
、
ベ
ッ
ド

数
250
床
、
医
師
41
名
の
体
制
で
医

師
不
足
に
陥
る
こ
と
な
く
安
定
し

た
黒
字
経
営
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
過
去
に
は
大
学
病
院
が

医
師
を
引
き
上
げ
る
事
態
に
陥
っ

た
時
も
あ
っ
た
そ
う
で
、
当
時
の

努
力
の
跡
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
で
は
医
師
不
足
や

赤
字
経
営
に
悩
む
中
、市
の
規
模
、

環
境
は
違
い
ま
す
が
見
習
う
べ
き

面
を
多
く
感
じ
福
岡
空
港
を
後
に

し
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で
、
長

崎
市
議
会
と
福
岡
県
春
日
市
議
会

の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
崎
市
は
、市
政
施
行
120
年
で
、

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
を

念
願
す
る
国
際
平
和
文
化
都
市
で

す
。
平
成
18
年
に
は
、
７
市
町
で

合
併
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
平

成
22
年
秋
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
経
て
11
月
議
会
に
上
程
、

来
年
の
改
選
時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
ま
た
、
費
用
弁
償
を
廃
止
し

て
、
政
務
調
査
費
を
増
額
、
そ
の

運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
議
員
自
ら

作
成
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
に

つ
い
て
は
、
平
成
14
年
に
競
売
入

札
妨
害
に
よ
り
現
職
市
議
４
人
と

市
職
員
１
人
が
逮
捕
さ
れ
有
罪
が

確
定
し
た
た
め
、
そ
の
年
の
10
月

に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
３
ヶ

月
で
21
回
の
委
員
会
を
開
催
、
翌

年
１
月
に
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
正
副
議
長
は
、
所
得
や
関
連

企
業
に
つ
い
て
の
報
告
が
義
務
付

け
ら
れ
、
議
員
は
、
そ
の
親
族
等

が
役
員
を
す
る
企
業
は
市
の
請
負

の
辞
退
に
努
め
、
辞
退
届
を
議
長

に
提
出
し
ま
す
。
市
補
助
金
等
交

付
を
受
け
る
社
会
福
祉
法
人
等
の

報
酬
を
受
領
す
る
役
員
に
就
任
を

自
粛
し
、
無
報
酬
の
役
員
で
も
議

長
に
届
け
出
る
遵
守
事
項
が
あ
り

ま
す
。
議
員
の
職
員
へ
の
不
当
介

入
を
禁
止
し
、
議
員
か
ら
の
圧
力

が
あ
れ
ば
直
ち
に
報
告
す
る
こ
と

な
ど
、
平
成
14
年
の
事
件
の
重
大

さ
と
反
省
が
見
え
ま
し
た
。

　

春
日
市
は
、
産
業
は
無
く
住
宅

中
心
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
、
面
積

14
．
１
㎢
、
人
口
11
万
人
弱
、
西

日
本
で
２
番
目
に
人
口
密
度
の
高

い
市
で
す
。
議
員
定
数
は
20
名

で
、
毎
年
１
万
人
の
人
口
移
動
が

あ
り
、
選
挙
が
大
変
と
の
こ
と
で

す
。

　

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

二
元
代
表
制
を
意
識
し
た
緊
張
あ

る
関
係
を
保
持
し
、
真
の
地
方
自

治
の
実
現
の
た
め
、
近
隣
に
先
駆

け
て
制
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
し
て
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
設
置
、
要
望
に
応

じ
て
手
話
通
訳
導
入
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
よ
る
議
会
放
映
、
長
期

欠
席
議
員
の
報
酬
停
止
、
議
会
報

編
集
委
員
会
の
特
別
委
員
会
化
、

一
般
質
問
の
回
数
制
・
時
間
制
の

選
択
制
度
導
入
、
委
員
会
で
の
パ

ソ
コ
ン
使
用
可
能
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
に
議
会
運
営
委

員
会
に
案
を
提
出
し
、
全
議
員
の

意
見
を
集
約
、
同
年
３
月
定
例
会

で
議
員
提
案
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
に
、
市
民
へ
の
年
１
回
全
員
で

行
う
広
報
公
聴
会
の
開
催
、
市
長

の
反
問
権
、
付
属
機
関
の
委
員
な

ど
の
兼
職
禁
止
の
明
文
化
で
す
。




